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 要  旨 
新しい脳機能の計測方法として，脳の活動による血液状態の変化を近赤外光により計測する光
マッピング技術が医学だけでなく様々な分野の研究で使用され始めている．しかし，光マッピン
グ画像には，個人や計測部位による頭部構造の差の影響があると考えられているにも関わらず，
未だよく解明されていない．そこで本研究では，この頭部構造の違いがマッピング画像に及ぼす
影響，特に，脳脊髄液層の中に存在する血管の影響を調べることを目的とする．大脳皮質表面に
あり，脳脊髄液(CSF)で満たされたクモ膜下腔内には太さ数 mm 程の太い血管が存在し，血液は脳
の組織に比べ光をより強く吸収するため，頭部表面に照射した光が脳内に到達する際，また，脳
内から頭部表面に戻る際に太い血管に吸収される．その結果，脳内の活動を表す光マッピング画
像に影響があると考えられる．本研究では，頭部を光学的に模擬した生体模擬試料（ファントム）
を作製し，光マッピング画像に与える太い血管の影響を実験的に調べた． 
本研究では，頭部構造が光マッピング画像におよぼす影響を調べるために，計測系の改良，フ
ァントムの作製と光マッピング計測を行った．そして，以下の成果を得た． 
(1)血管が活性領域の直上にある場合，CSF 層の厚さ，血管の直径，および，活性領域と照射･検
出プローブとの位置関係にかかわらず，光マッピングによる活性領域の画像は血管の存在により
その強度（吸光度差）が小さくなる，つまり，活性領域の計測感度が低下する． 
 (2)血管による活性領域の計測感度の低下は，いずれの場合も血液の吸収係数が大きくなるととも
に大きくなり，ΔOD最大値は小さくなることが分かった．血管の直径が 1 mmの場合には，活性
領域の配置が(A)データ点中央，(C, D)照射・検出点の直下の場合は CSF層の厚さが 1 mmの方
が 3 mmの場合よりも計測感度が低下したが，活性領域が(B)データ点の直下の場合は CSF層の
厚さが 1mmの方が 3mmの場合よりも計測感度が大きくなった．  
 (3)活性領域配置(A)(B)(C)(D)のいずれの場合も血管の太さが増加するにつてΔOD の値は小さく
なった． 
 (4)血管と活性領域の距離 dが増加すると ΔODmaxは大きくなったが，d > 15 mmでは一定とな
った．つまり，太い血管が活性領域から 15 mm 以上離れないと活性領域のマッピング画像に血
管の影響が存在することが分かった． 
 
 
